
１．目的、動機

（１）目的

この研究では沖縄本島内の河川に生息するプラナリアの調査を行い、どのような場所にどのようなプラナリアが

生息しているのか、その分布域を明らかにすることを目的としました。

（２）動機

　プラナリアとは扁形動物門に属する生物で、英語では Flat worm と呼ばれるように平たい体を持つ体長

5-30mm 小さな生物です。淡水性のプラナリアは汚染の少ない河川や湧水に生息しており、沖縄県ではナミウズム

シとリュウキュウナミウズムシがきれいな川の指標動物となっています。

　私は中学の時の調べ学習で、「プラナリアという動物は 2 つに切ると 2 匹になり、100 等分すると 100 匹に増

える。」という同級生の発表を聞いて、はじめてプラナリアという生物を知りました。高校に入学し、部活動で開邦

高校近くを源流とする安里川の探索に出かけた際、石の裏から偶然プラナリアを発見しました。プラナリアは珍し

くてなかなか見られないというイメージを持っていたので、このような身近なところにもプラナリアが生息してい

ることに驚き、沖縄本島内の他の河川にもいるのだろうかという疑問を持ち、プラナリアに興味をもったメンバー

を募って作ったグループで、生息地の調査をしてみようと考えました。

２．方法、内容

（１）方法

①プラナリアの生息調査及び生息地の生物学的調査

2011 年 5 月から 12 月までの期間に沖縄本島の主な河川を調査しました。調査地は海水の影響を受けない流域で

あること、安全が確保できる場所であること、ある程度の流速があり滞水していないこと、水深はひざ下より浅い

こと、こぶし大～頭大の石が多いことなどの条件を満たす地点を設定しました。調査河川は図 2 の 40 河川でした。

調査地は 1 河川につき 1 調査地を原則としましたが、安里川は源流付近（南風原町）と、金城ダム下流（那覇市）

の 2 ヵ所を、真喜屋川は真喜屋ダム上流部および下流部の 2 ヵ所を調査しました。調査地の中でも特に 7 月 11 日

から 8 月 21 日までに調査を行った 24 地点 ( 図 2 の※印 ) については水質汚濁の指標となる他の水生生物の調査も

同時に行いました。プラナリアおよび他の水生生物の調査は、2 名で 15 分間行いました。調査は石の裏に固着して

いる個体及び網ですくい上げられた個体を数えました。プラナリア類は大きめのピペットの水流で石からバットに

洗い落とす「ピペット法」を考案し、できるだけ傷つけないように採集しました。

②プラナリア類の同定及び生息環境の評価

プラナリアは口吻の色、耳葉の発達程度、杯状眼の形態などの外部形態をもとに仮同定しました。しかし、ナミ

ウズムシとリュウキュウナミウズムシは、外見で見分けがつかないため、まとめて在来種としました。プラナリア

が生息する環境の評価は、河川の pH、全無機窒素濃度、全無機リン濃度、界面活性剤濃度を測定するとともに、プ

ラナリアと同時に採集した指標動物の数と種類から汚濁指数を算出して行いました。生物群集解析ツール、類似度

指数計算マクロ ( 株式会社　東海アクアノーツ、2011.9/25 アクセス ) を用いて、調査地点の類似度を求めました。

また、採集したプラナリアを濃度の異なる海水で飼育し、生存率を調べました。

③プラナリアが環境に及ぼす影響の評価

プラナリア類が生息することで周りの生物にどのような影響を及ぼすかを調べるため、プラナリアの採集率と多
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様性との関係を調べました。羽地大川産のプラナリアについては、飼育期間中の増減を調べました。また、プラナ

リア類がどのような生物をエサとしているのかを調べ、ユスリカの幼虫をエサとして、エサを見つけるまでの速さ

を測定しました。

（２）結果

①生息地の生物学的調査

図 1 が今回採取したプラナリアです。図 2 の青丸は在来種、赤丸は外来種が確認できた地域で、黒丸はプラナリ

アが確認できなかった地域です。北部河川には在来種が、中南部河川には外来種が生息していることが分かります。

しかしダム湖の下流である、福地川、羽地大川では在来種と外来種が確認できました。真喜屋川ではダム湖上流で

は在来種、ダム湖下流では外来種が確認できました。安里川は源流付近（南風原町）と、金城ダム下流（那覇市）

両地点とも外来種が採集されました。

②プラナリア類の同定及び生息環境の評価

採集したプラナリアのうち、外部形態から同定すると、外来種のほとんどはアメリカナミウズムシ ( 図 1) でしたが、

長田川、白比川、普天間川、安里川からはアメリカツノウズムシ ( 図 1) も見つかりました。

調査した 24 河川の pH は北部河川および中南部河川に差は見られず、pH7 程度の河川がほとんどでした。全無機

窒素濃度は北部河川では低い値を示しましたが、中南部河川では雄樋川を除く河川で 5ppm 以上の値を示し、特に

国場川では約 60ppm と他の河川では見られないような高い値を示しました。北部河川では全無機リン濃度も全無機

窒素濃度と同様に低い値を示しました。中南部河川における全無機リン濃度は多くの河川で 0.2ppm 程度でしたが、

比謝川および国場川では 1.0ppm を越える値を示しました。陰イオン性界面活性剤濃度は天願川、比謝川、安里川、

国場川、報得川で 0.1ppm 以上の値を示し、特に天願川、比謝川、国場川は界面活性剤の濃度が高い値を示しました。

指標生物による川の汚れ具合を算出すると、金武町億首川以北の河川では汚濁度が低く、うるま市石川の天願川

以南の河川では汚濁度が高いことが分かりました。また、生息する生物が似た河川をひとまとまりにしてみると北

部河川と中南部河川が異なる群に属していることが分かり、これは在来プラナリア及び外来プラナリアの分布と近

似していました。

外来プラナリアおよび、在来プラナリアは 50％海水以上の塩分濃度下では飼育できず、すぐに死んでしまったた

め、海を経由して隣の河川に移動することはできないことが分かりました。

③プラナリアが環境に及ぼす影響の評価

プラナリア類と生息しているその他の生物との関係を調べてみると、外来種が採集した生物に占める割合が大き

な河川はその他の生物種に乏しく、生物多様性が貧弱であることが分かりました。羽地大川で採集した在来プラナ

リア及び外来プラナリアを飼育したところ、外来プラナリアは徐々に増加しましたが、在来プラナリアは減少し、

飼育 100 日目頃にはいなくなりました。在来プラナリアと外来プラナリアがエサを見つける速さを比較したところ、

外来プラナリアは有意に速くエサを見つけることが分かりました。

図１　本実験で同定した淡水生プラナリア類
（左から在来種、アメリカナミウズムシ、アメリカツノウズムシ



（３）考察

今回の調査では、大きく分けて北部地域には在来プラナリアが生息し、中南部地域には外来プラナリアが生息し

ていることが分かりました。化学的性質から北部河川は比較的化学的な汚濁が進んでいない河川が多く、中南部河

川は、ほぼ化学的な汚濁が進んでいる河川であることから、外来プラナリアは水質汚染に強く、在来プラナリアが

生息できない河川でも生息が可能であり、生活排水や畜舎排水によって汚染された中南部の河川では観賞魚や水草

の放流に伴って侵入し、生息域を広げていると考えられます。さらに外来プラナリアは動きの遅い生物をエサとし

て中南部河川で生息数を増やしているため、汚染が進み、ただでさえ生物多様性が低い中南部河川ではプラナリア

の補食圧によって他の生物が減っている可能性が考えられます。本研究では、北部河川でも福地川、真喜屋川、羽

地川などダム湖がある河川のダム湖下流には外来プラナリアが侵入していることが分かりました。また、名護市街

を流れる我部祖河川、屋部川でも外来種が確認されました。これらの河川では外来魚が見られたため、中南部河川

と同様に観賞魚や水草などがダム湖や河川へ放流され、それに伴って観賞魚用水槽で増殖した外来プラナリアが野

外に放出され、増殖したものと考えられます。羽地大川産プラナリアの飼育実験より、閉鎖環境下では外来プラナ

リアが在来プラナリアを駆逐することから、野外でも同様のことが起きており、最終的には在来プラナリアが駆逐

され、中南部河川と同様に他の生物も補食される可能性が示唆されました。さらに、在来プラナリアがいなくなっ

てしまうと、他の河川から移動するのが難しいと考えられるため、プラナリアという一つの生物だけみてもいなく

なってしまい、前と同じ生態系を再編するのは不可能であることが示唆されました。

図2．調査地およびプラナリアを確認できた地点



３．感想

北部河川と中南部河川の在来・外来プラナリアの分布がはっきり分かれていたので驚きました。休日に川に出か

けたり、夏の暑い日差しの中で調査をしていて、つらいと感じることもありましたが、今回の調査を通して研究の

楽しさを知りました。今回はプラナリア類の分布状況を中心に調査を行いましたが、羽地大川、福地川、我部祖河

川といった在来種と外来種が分布している河川の生態系が、今後どのように変化していくのか気になります。継続

調査をして河川生態系の変化を見てみたいと思います。
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